
アジアの伝統芸能 第五回

白蛇伝の世界（三）

川劇の特殊技法



〔
質
問
〕

許
仙
を
演
じ
て
い
る
陶
長
進
さ
ん
は
、

女
性
な
の
で
し
ょ
う
か
？

ま
た
、
な
ぜ
あ
ん
な
に
高
い
声
で
歌
う

の
で
し
ょ
う
か
？

？

許仙を演じる陶長進さん



中
国
伝
統
演
劇
の
表
現
技
法(

五)

假
嗓

中
国
の
伝
統
演
劇
で
は
、
前
回
紹
介
し

た
臉
譜
（
く
ま
ど
り
）
や
髯
口
（
ひ
げ
）

の
ほ
か
に
、
発
声
法
で
も
年
齢
層
の
違
い

が
表
現
さ
れ
る
。
中
高
年
の
役
柄
に
は
地

声
（
真
嗓
）
、
若
い
男
女
の
役
柄
に
は
裏

声
（
假
嗓
）
が
使
わ
れ
る
。

許
仙
を
演
じ
て
い
る
陶
長
進
さ
ん
は
男

性
だ
が
、
若
い
男
性
役
（
小
生
）
の
た
め

假
嗓
が
使
わ
れ
て
い
る
。

許仙を演じる陶長進さん



川
劇
「
白
蛇
伝
」
第
五
場

端
陽
驚
変

蛤
蟆
の
精
に
惑
わ
さ
れ
た
許
仙
は
、
白

蛇
に
雄
黄
酒
を
飲
む
よ
う
に
と
迫
る
。

許
仙
の
子
供
を
身
ご
も
っ
て
い
た
白
蛇

は
、
夫
の
疑
念
を
晴
ら
す
た
め
、
蛇
に

と
っ
て
は
猛
毒
の
雄
黄
酒
を
口
に
す
る
。



川劇「白蛇伝」第五場 端陽驚変(中)  (05:44)



僵尸

中
国
伝
統
演
劇
の
表
現
技
法(

六)

僵
尸

中
国
の
伝
統
演
劇
に
は
、
登
場
人
物
の

心
情
を
表
現
す
る
多
く
の
所
作
が
あ
る
。

次
の
場
で
は
、
白
蛇
の
本
性
を
見
た
許

仙
の
驚
き
の
心
情
を
甩
髪
（
し
ゅ
っ
ぱ
つ
、

冠
を
飛
ば
し
、
頭
を
回
し
て
髪
の
毛
を
ふ

り
ほ
ど
く
所
作
）
、
恐
怖
の
あ
ま
り
人
事

不
省
に
な
る
よ
う
す
を
僵
尸
（
き
ょ
う
し
、

正
面
を
向
い
た
ま
ま
、
背
を
後
ろ
に
丸
め
、

倒
れ
る
所
作
）
に
よ
っ
て
表
現
し
て
い
る
。

甩髪



川
劇
「
白
蛇
伝
」
第
五
場

端
陽
驚
変

雄
黄
酒
を
口
に
し
た
白
蛇
は
、
苦
し
み

の
あ
ま
り
本
性
を
現
し
て
し
ま
う
。

大
蛇
と
化
し
た
妻
の
姿
を
目
に
し
た
許

仙
は
、
恐
怖
の
あ
ま
り
人
事
不
省
と
な
る
。



川劇「白蛇伝」第五場 端陽驚変(下)  (06:35)



中
国
伝
統
演
劇
の
役
柄

中
国
の
伝
統
演
劇
で
は
、
行
当(
役
柄)

は
男
女
・
年
齢
・
文
武
・
道
化
な
ど
で
細

分
化
さ
れ
、
分
業
化
さ
れ
て
い
る
。

『
白
蛇
伝
』
の
後
半
は
立
ち
回
り
が
多

く
な
る
た
め
、
白
蛇
役
は
正
旦
の
古
小
琴

か
ら
武
旦
の
楊
楠
華
に
交
替
す
る
。

楊楠華 古小琴



第
六
場
で
は
、
三
仙
島
へ
仙
薬
を
盗
り

に
行
っ
た
白
蛇
が
、
雄
黄
の
波
に
襲
わ
れ

る
場
面
が
登
場
す
る
。

こ
の
よ
う
な
水
や
風
な
ど
の
流
れ
を
、

あ
な
た
な
ら
ど
の
よ
う
な
方
法
で
表
現
す

る
か
。

？



中
国
伝
統
演
劇
の
表
現
技
法(

七)

水
旗

中
国
の
伝
統
演
劇
で
は
、
吹
き
す
さ
ぶ

風
や
押
し
寄
せ
る
水
を
表
現
す
る
際
、
風

旗
や
水
旗
と
呼
ば
れ
る
旗
が
使
わ
れ
る
。

風
旗
に
は
黒
、
水
旗
に
は
白
の
旗
が
使
わ

れ
、
雲
牌
と
同
じ
よ
う
に
歌
や
舞
に
あ
わ

せ
て
動
的
に
表
現
さ
れ
る
。

第
六
場
で
は
、
白
蛇
を
襲
う
雄
黄
の
波

を
表
現
す
る
た
め
、
水
旗
に
は
雄
黄
色
の

旗
が
使
わ
れ
て
い
る
。



川
劇
「
白
蛇
伝
」
第
六
場

仙
山
盗
草

白
蛇
は
人
事
不
省
と
な
っ
た
許
仙
を
救

う
た
め
、
起
死
回
生
の
仙
薬
で
あ
る
霊
芝

仙
草
を
取
り
に
三
仙
島
へ
向
か
う
。

島
を
守
る
鹿
や
鶴
の
精
が
仕
掛
け
た
雄

黄
の
陣
に
よ
っ
て
、
白
蛇
は
あ
や
う
く
命

を
落
と
し
そ
う
に
な
る
。
し
か
し
、
そ
の

一
途
さ
に
心
打
た
れ
た
南
極
仙
翁
に
救
わ

れ
、
仙
草
を
持
っ
て
許
仙
の
も
と
に
帰
る

こ
と
を
許
さ
れ
る
。

川劇「白蛇伝」第６場/video.mpg


川劇「白蛇伝」 第六場 仙山盗草 (7:49)



川
劇
「
白
蛇
伝
」
第
七
場

許
仙
迷
魂

白
蛇
が
三
仙
島
か
ら
持
ち
帰
っ
た
霊
芝

仙
草
の
お
か
げ
で
、
許
仙
は
一
命
を
取
り

留
め
る
。

し
か
し
、
妻
へ
の
疑
念
は
消
え
な
い
。

そ
ん
な
許
仙
の
前
に
、
如
来
に
遣
わ
さ

れ
た
法
海
が
現
れ
る
。
法
海
は
迷
魂
傘
を

使
っ
て
許
仙
に
魔
法
を
か
け
、
鎮
江
に
あ

る
金
山
寺
へ
と
連
れ
去
る
。



川劇「白蛇伝」第七場 許仙迷魂 (04:25)



杭州

杭州から鎮江の金山寺へ



杭州

鎮江

杭州から鎮江の金山寺へ



金山寺(江蘇省鎮江市)



川
劇
「
白
蛇
伝
」
第
八
場

水
漫
金
山(

上)
許
仙
を
取
り
戻
す
た
め
、
白
蛇
は
水
族

(

水
中
に
住
む
生
物
の
精
た
ち)

を
率
い
て

金
山
寺
に
向
か
う
。

「
夫
を
返
し
て
く
だ
さ
い
」
と
白
蛇
は

懸
命
に
頼
む
が
、
法
海
は
聞
き
入
れ
よ
う

と
し
な
い
。
そ
れ
ば
か
り
か
哼
・
哈
、
監

斎
、
哪
吒
な
ど
の
天
将
を
次
々
と
繰
り
出

し
、
白
蛇
を
退
治
し
よ
う
と
す
る
。



川劇「白蛇伝」第八場 水漫金山（１）金山寺へ(７:48)



川劇「白蛇伝」第八場 水漫金山（２）哼哈・監斎・哪吒との戦い(2:20)



変臉

開慧眼

川
劇
の
特
殊
技
法

川
劇
に
は
、
中
国
伝
統
演
劇
で
広
く
使

わ
れ
る
表
現
技
法
の
ほ
か
に
、
独
自
に
生

み
出
さ
れ
た
特
殊
技
法
が
あ
る
。

第
八
場
の
水
漫
金
山
で
は
、
白
蛇
率
い

る
水
族
と
法
海
率
い
る
天
将
と
の
幻
想
的

な
戦
い
が
、
川
劇
独
自
の
特
殊
技
法
を

使
っ
て
巧
み
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。



開慧眼

次
の
場
面
で
は
、
天
将
の
一
・
護
法
韋

駄
が
登
場
す
る
。

役
者
は
開
慧
眼
と
い
う
特
殊
技
法
を
使

い
、
護
法
韋
駄
の
額
に
第
三
の
眼
（
魔
力

を
持
つ
慧
眼
）
を
開
く
。

こ
の
眼
は
ど
の
よ
う
に
し
て
つ
け
る
の

か
？

？



川
劇
の
特
殊
技
法(

一) 

開
慧
眼

開
慧
眼
は
川
劇
の
「
戯
聖
」
と
呼
ば
れ

る
康
芷
林
（
一
八
七
〇
～
一
九
三
〇
）
が

創
始
し
た
特
殊
技
法
。

訓
練
に
よ
っ
て
鍛
え
た
柔
軟
な
足
を

使
っ
て
つ
ま
先
を
蹴
り
上
げ
、
靴
の
先
に

つ
け
た
眼
を
額
の
中
央
に
貼
り
付
け
る
。

開慧眼



川劇の特殊技法(一) 開慧眼



中
国
伝
統
演
劇
の
表
現
技
法(

八) 

腿
功

脚
を
使
っ
た
表
現
技
法
を
腿
功
と
い
い
、

踢
腿
と
抬
腿
の
二
種
が
あ
る
。

開
慧
眼
に
使
わ
れ
る
の
が
踢
腿
。
踢
と

は
蹴
る
動
作
を
い
う
。

写
真
は
護
法
韋
駄
を
演
じ
た
王
整
さ
ん

が
、
抬
腿
の
練
習
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
。

抬
と
は
足
を
挙
げ
る
動
作
を
い
い
、
武
芸

に
長
じ
て
い
る
こ
と
を
表
わ
す
。



“抬腿”の練習風景(護法韋駄を演じる役者・王整さん)



川劇「白蛇伝」第八場 水漫金山（３）護法韋駄との戦い(2:54)



川劇「白蛇伝」第八場 水漫金山（４）青龍禅杖との戦い (5:39)



中
国
伝
統
演
劇
の
表
現
技
法(

九) 

毯
子
功

各
種
の
ア
ク
ロ
バ
ッ
ト
的
表
現
技
法
を

毯
子
功
と
い
う
。

毯
子
と
は
、
舞
台
の
上
に
敷
か
れ
た
絨

毯
の
こ
と
。
毯
子
功
は
単
な
る
ア
ク
ロ

バ
ッ
ト
で
は
な
く
、
物
語
の
展
開
と
音
楽

に
あ
わ
せ
て
演
じ
ら
れ
る
。



“毯子功”の練習風景



川
劇
「
白
蛇
伝
」
第
八
場

水
漫
金
山(

五)

白
蛇
は
、
法
海
が
繰
り
出
す
天
将
た
ち

の
執
拗
な
攻
撃
に
耐
え
か
ね
、
つ
い
に
金

山
の
水
攻
め
を
決
意
す
る
。

白
蛇
率
い
る
水
族
と
法
海
率
い
る
天
将

と
の
間
で
、
熾
烈
な
戦
い
が
始
ま
る
。

川劇「白蛇伝」第８場/川劇『白蛇伝』第８場（５）水満金山（日中国交正常化15周年記念 四川省川劇院公演、国立劇場、1987年 H264AVC 1280×720）.mp4


川劇「白蛇伝」第八場（５）水漫金山 (4:00)



歌舞伎の隈取

筋隈
菅丞相(菅原道真)に仕える

忠義の臣、梅王丸の隈取
(「菅原伝授手習鑑」より)

公家荒れ
帝位簒奪をもくろむ奸

臣・藤原時平の隈取(「菅原
伝授手習鑑」より)



歌舞伎『菅原伝授手習鑑・車引』（歌舞伎座 2018年)



京劇の臉譜

紅臉
三国志演義の中で忠義の象

徴として描かれる関羽の臉譜
(京劇「華容道」より)

白臉
漢王朝の帝位簒奪をもく

ろむ奸臣・曹操の臉譜(京劇
「長坂坡」より)



中
国
の
臉
譜
は
い
つ
ご
ろ
か
ら
使
わ
れ

て
い
る
の
か
？

？



元雑劇壁画(山西省洪洞県明応王殿 泰定元年(1324年))



元雑劇壁画(山西省洪洞県明応王殿 泰定元年(1324年))



川
劇
の
特
殊
技
法(

二) 

変
臉

変
臉
に
は
抹
彩
、
拉
綫
、
気
功
の
三
種

が
あ
る
。

「
水
漫
金
山
」
で
紫
金
鐃
鉢
を
持
っ
て
現

れ
る
鉢
童
が
使
う
の
が
拉
綫
。
臉
譜
を
描

い
た
絹
布
に
引
き
糸
を
つ
け
、
顔
の
上
に

重
ね
貼
り
し
、
そ
れ
を
音
楽
に
合
わ
せ
て

一
枚
ず
つ
剥
ぎ
取
る
こ
と
に
よ
り
、
喜
怒

哀
楽
の
感
情
の
変
化
を
表
現
す
る
。



川劇の特殊技法の一“変臉”



川
劇
「
白
蛇
伝
」
第
八
場

水
漫
金
山(

六)
法
海
は
妖
魔
を
捕
ら
え
る
魔
力
を
持
つ

紫
金
鐃
鉢
を
持
つ
鉢
童
を
呼
び
出
す
。
鉢

童
は
喜
怒
哀
楽
の
表
情
を
変
え
な
が
ら
、

白
蛇
に
襲
い
か
か
る
。

最
後
の
力
を
振
り
絞
り
、
懸
命
に
戦
っ

た
白
蛇
だ
っ
た
が
、
身
重
の
た
め
、
つ
い

に
力
尽
き
、
長
江
の
中
へ
と
姿
を
消
し
て

い
く
。



川劇「白蛇伝」第八場（６）紫金鐃鈸 (7:09)



ま
と
め

今
回
の
授
業
で
は
、
川
劇
「
白
蛇
伝
」

の
第
五
場
後
半
か
ら
第
八
場
ま
で
を
鑑
賞

し
な
が
ら
、
中
国
伝
統
演
劇
の
表
現
技
法

で
あ
る
假
嗓
、
水
袖
功
、
水
旗
、
毯
子
功

を
学
ん
だ
後
、
川
劇
独
自
の
特
殊
技
法
で

あ
る
開
慧
眼
、
変
臉
に
つ
い
て
学
ん
だ
。

開
慧
眼
は
、
人
間
の
身
体
能
力
を
極
限

ま
で
極
め
た
技
法
で
あ
り
、
変
臉
は
物
語

の
展
開
に
あ
わ
せ
て
顔
の
隈
取
を
変
化
さ

せ
る
こ
と
に
よ
り
、
登
場
人
物
の
感
情
の

変
化
を
幻
想
的
に
表
現
し
て
い
る
。

中
国
の
伝
統
演
劇
は
、
こ
う
し
た
さ
ま

ざ
ま
な
表
現
技
法
に
よ
り
、
役
者
の
身
体

表
現
を
最
大
限
に
活
か
し
、
「
有
声
必
歌
、

無
動
不
舞
」(

声
あ
れ
ば
必
ず
歌
い
、
舞

わ
ざ
る
動
き
な
し)

と
評
さ
れ
る
舞
台
を

作
り
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。


